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沖縄県の重要漁場の一つである中城湾において，ミナミクロダイ，オキナワキチヌ，ヘダイ，タイ

ワンダイの 4 種の仔稚魚の出現様式を明らかにした．クロダイ属 2 種は，沖合で 1～4 月，波打ち際

で1～6月に出現し，湾北部に集中して分布する傾向が認められた．ヘダイは，湾北部の波打ち際に4，
5月に出現した．一方，タイワンダイは1～5月に湾沖にのみ出現した．初期生活史における成育場の

利用形態から，ヘダイ亜科3種は内湾浅海域依存型，タイワンダイは内湾沖合域型であることが明ら

かとなった． 
 

 
沖縄県の沿岸魚類資源は，減少の一途を辿っているが，こ

の資源の減少には過度の漁獲に加え，沿岸環境の改変に伴う

生息環境の悪化・消失もその一因を担っていると考えられ

る．沿岸域の中でも，特に内湾における泥干潟や砂泥質の浅

海域（以下，内湾浅海域とする）は，美しい景観を提供する

サンゴ礁や藻場と異なり，かつ容易に埋立できることから，

開発の対象とされてきた（上原，2015）．しかし，内湾浅海

域は，水産対象種を含む多くの魚類の産卵や摂餌の場，仔稚

魚期の成育場として極めて重要である．これら魚類の持続的

利用や保全策を検討するためには，成長や成熟などの生態特

性に加え，生息環境の詳細な情報も不可欠である．沖縄県水

産海洋技術センターでは，水産資源管理が，沖縄の沿岸環境

保全に大きく貢献する取り組みであるという位置づけの下，

水産資源の管理および生息地保全を推進するための科学的

な情報の整備を進めるとともに，資源管理を推進するための

協議あるいはモニタリング体制の構築を目指し，取り組んで

いるところである（太田ら，2013）．そのうち，内湾性魚類

の生態特性の解明の課題では，内湾域に生活史の大部分を依

存すると考えられるタイ科魚類を中心に，生態特性と生息環

境を明らかにし，内湾性魚類の管理策および保全策の策定を

目的としている．本稿では，解析の終了したミナミクロダイ

Acanthopagrus sivicolus，オキナワキチヌ A. chinshira，
ヘダイ Rhabdosargus sarba，タイワンダイ Argyrops 
bleekeri の仔稚魚の出現様式について報告する． 

 
材料及び方法 

タイ科仔稚魚の採集は，2005 年 4 月～2006 年 4 月に沖

縄島中城湾に面する5カ所の波打ち際で，2006年1～12月

に同湾の沖合の 4 地点で行い，前者には小型曳網を，後者

には改良型シラスパッチ網を用いた（上原，2015）．クロダ

イ属の分布は，沖縄島でミナミクロダイ Acanthopagrus 
sivicolus とオキナワキチヌ A. chinshira が，宮古島でミ

ナミクロダイが，石垣島と西表島でミナミクロダイとナン

ヨウチヌA. pacificusが分布していることを考慮すると（金

城・七條，1995；上原ら，未発表），特に沖縄島では，ミナ

ミクロダイとオキナワキチヌについて，留意する必要があ

る．本属の仔稚魚は，木下（2014）が野外で採集した個体

と飼育個体に基づき記載している．ミナミクロダイとオキ

ナワキチヌの後屈曲期仔魚以降の識別点として，木下

（2014）は顎隅角部の黒色素胞の有無で可能とし，ミナミ

クロダイでは顎隅角部に黒色素胞が存在することを述べて

いる．しかし，飼育個体に基づくミナミクロダイ仔稚魚の

記載（多和田，1986）では，顎隅角部の黒色素胞は存在し

ないため，本研究では，後屈曲期仔魚については，両種を

識別せずクロダイ属複数種群として扱い，側線鱗数が計数

可能となった稚魚，鰓蓋上方に黒色斑をもつ個体，生時に

臀鰭が黄色を呈している個体については，可能な限り種ま

で同定した．一方，タイワンダイは，体長・体高比，背鰭

鰭条数，頭部の棘要素が強い点で，他種と区別することが

できた（上原ら，2013）．タイ科仔稚魚の発育段階区は，

Kendall et al. (1984) に従い区分し，脊索末端の上屈が完了

前の個体は脊索長を，完了後の個体は標準体長を計測した．

また，湾内での水平分布をみるために，得られた個体数の

少ないヘダイを除く 3 種について，種別に出現量（一曳網

あたりの個体数）を算出した． 
 

結果及び考察 

クロダイ属は，沖合で屈曲期から後屈曲期の仔魚（5.3～
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タイ科 4 種の仔稚魚の出現様式 

 

9.4 mm）が，波打ち際で稚魚（9.1～64.1 mm）がそれぞ

れ採集された（図1～3，5）．出現時期は，沖合で1～4月，

波打ち際で 1～6 月であり，湾北部（北中城・泡瀬海域）

に集中して分布する傾向が認められた．ミナミクロダイは，

波打ち際に接岸するまでの期間が約 25 日であることから

（鉢嶺，2000），近縁種であるオキナワキチヌも接岸までの

日数は同程度であると推測され，両種の浮遊期は約 1 か月

であると考えられた．波打ち際に接岸後は，その周辺浅海

域で成長を続け，1歳以降，沿岸域で刺網や延縄で漁獲され

るようになった（上原ら，未発表）．ヘダイは4，5月に 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

33



上原・立原・太田・海老沢 

 

 
湾北部（泡瀬海域）でのみ採集され，発育段階がすて稚魚で

あった． 一方，タイワンダイは，4月を盛期とする1～5月

に沖合でのみ採集され（図 4），波打ち際では全く採集され

なかった．また，出現時期は推定された産卵期とよく一致し

た（上原ら，2013）．採集された体長範囲は 3.8～13.1 mm
（図6），前屈曲期仔魚から稚魚まで出現し，体長15 cmを

超える頃から，沿岸域で刺網や延縄により漁獲され始めた

（上原ら，未発表）．このように，初期の主な成育場として，

クロダイ属 2 種とヘダイは波打ち際を利用していたのに対

し，タイワンダイでは，波打ち際よりも沖側の海域を利用し

ていると考えられた．すなわち，前3種は内湾浅海域依存型，

後1種は内湾沖合域依存型と言い換えることができる．同様

の事例は，志々岐湾のクロダイ Acanthopagrus schlegelii 
とマダイ Pagrus major でも報告されており（木下，1993），
沿岸性タイ科魚類のうち，“赤いタイ”が沖合に，“黒いタイ”

が波打ち際に成育場を依存することは共通の特性のようで

ある． 
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